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岡
山
勝
廣
さ
ん
が

３
月
６
日
開
催
の
村

議
会
３
月
定
例
会
に

お
い
て
、
本
年
度
３
回

目
（
通
算
８
回
目
）
の

一
般
質
問
を
行
な
い

ま
し
た
。 

 

ま
た
、
六
ヶ
所
村
の

平
成
18
年
度
予
算
が

提
示
承
認
さ
れ
ま
し

た
の
で
、
そ
ち
ら
に
つ

い
て
も
ご
案
内
致
し

ま
す
。 

  

１
．
岡
山
勝
廣
さ
ん
、
一
般
質
問
に
立
つ 

 
 

①
高
齢
社
会
に
対
応
し
た
人
材
活
用
策
に
つ
い
て 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
２
ペ
ー
ジ
） 

②
高
齢
者
福
祉
に
つ
い
て 
 
 

（
２
ペ
ー
ジ
） 

 

２
．
わ
が
村
の
県
立
高
等
学
校 

「
六
ヶ
所
高
校
」
に
つ
い
て 

（
３
ペ
ー
ジ
） 

 

３
．
東
奥
日
報
に
て 
 
 
 
 
 

（
１
ペ
ー
ジ
） 

 

４
．
六
ヶ
所
村
平
成
18
年
度
予
算
に
つ
い
て 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
４
ペ
ー
ジ
・
別
紙
２
枚
） 

 

５
．
お
知
ら
せ
（
乳
児
保
育
） 

 

（
１
ペ
ー
ジ
） 

 

   

（
前
略
）
岡
山
議
員
は
「
再
処
理
工
場
は
ま

だ
環
境
に
影
響
を
与
え
る
状
況
に
な
い
。
私
も

牛
を
飼
い
、
乳
製
品
を
造
っ
て
い
る
が
、
再
処

理
工
場
の
せ
い
で
売
れ
な
く
な
っ
た
こ
と
は

な
い
」
と
話
し
「
自
ら
危
険
性
を
消
費
者
に
投

げ
か
け
て
い
る
と
聞
い
て
お
り
、
契
約
解
除
の

責
任
は
そ
の
人
に
あ
る
。
惑
わ
さ
れ
ず
毅
然

(

き
ぜ
ん)

と
し
た
態
度
で
事
業
を
進
め
て
」
と

原
燃
を
激
励
し
た
。
他
の
議
員
も
「
な
ぜ
、
今

賠
償
請
求
な
の
か
。
単
に
反
対
の
た
め
の
手
段

な
ら
ば
、
村
の
農
業
者
が
大
変
な
迷
惑
を
被

る
」
と
語
っ
た
。 

  
  

４
月
か
ら
千
歳
平
保
育
所
に
て
乳
児
保
育

を
開
始
し
ま
し
た
。
詳
し
く
は 

℡7
4
-
2
2
3
3
 

千
歳
平
保
育
所
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。 

 

 



 

 

第９号 （２）
        

 
 
 
 
 

の
回
答 

村
は
こ
れ
ま
で
高
齢
者
の
持
っ
て
い
る
豊
富
な

経
験
や
技
術
の
習
得
に
努
め
、
地
域
社
会
に
貢
献

で
き
る
環
境
作
り
に
取
り
組
み
、
更
に
は
高
齢
者

が
生
き
甲
斐
の
あ
る
生
活
に
役
立
て
る
こ
と
が
出

来
る
よ
う
様
々
な
対
策
を
講
じ
て
き
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
数
年
前
か
ら
村
民
の
強

い
要
望
が
あ
っ
た
、
六
ヶ
所
村
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
に
つ
い
て
は
関
係
者
の
御
理
解
と
御
協
力

に
よ
り
ま
し
て
、
昨
年
１０
月
に
設
立
し
、
同
時
に

六
ヶ
所
村
社
会
福
祉
協
議
会
に
そ
の
業
務
を
委
託

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。 

少
子
高
齢
化
少
子
高
齢
化
が
急
速
に
進
展
し
て

い
る
中
、
定
年
退
職
者
等
の
高
齢
者
の
要
望
に
応

じ
た
補
助
的
、
短
期
的
な
就
業
の
機
会
を
確
保
し
、

高
齢
者
が
習
得
し
て
い
る
技
術
、
経
験
を
活
用
し

て
社
会
に
貢
献
す
る
と
と
も
に
、
生
き
甲
斐
と
今

後
に
お
け
る
生
活
の
指
針
と
し
て
役
立
て
、
福
祉

の
向
上
と
健
康
増
進
を
図
り
、
活
力
あ
る
地
域
社
会

作
り
を
目
指
す
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。 

対
象
者
は
村
内
に
在
住
す
る
60
歳
以
上
の
方
で
、

セ
ン
タ
ー
に
会
員
と
し
て
技
術
や
経
験
の
あ
る
職

種
等
も
併
せ
て
平
成
18
年
２
月
現
在
で
31
名
が
登

録
し
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
車
両
誘
導
員
お
よ
び
除
雪

作
業
員
と
し
て
、
延
べ
100
名
を
超
え
る
依
頼
を
受
け

そ
の
作
業
に
当
た
っ
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
、
セ
ン

タ
ー
の
設
立
は
10
月
末
で
年
度
途
中
と
冬
場
の
た

め
作
業
等
の
依
頼
が
少
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

今
後
と
も
村
内
外
の
公
共
お
よ
び
民
間
の
団
体
、

個
人
に
対
し
て
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
Ｐ
Ｒ

等
の
周
知
徹
底
を
図
り
、
そ
の
目
的
に
添
い
高
齢
者

の
活
用
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
て
参
り
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。 

ま
た
、
先
般
の
議
会
に
お
い
て
岡
山
議
員
か
ら
御

提
言
の
あ
り
ま
し
た
子
供
た
ち
の
通
学
等
に
お
け

る
事
件
の
発
生
防
止
対
策
の
一
環
と
し
て
、
シ
ル
バ

ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
活
用
を
図
り
安
全
に
安
心
し

て
登
下
校
が
出
来
る
よ
う
新
年
度
か
ら
実
施
に
向

け
て
、
現
在
教
育
委
員
会
を
は
じ
め
関
係
者
と
協
議

を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。 

      
 
 
 
 
 
 

の
回
答 

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
及
び
地
域
交
流
ホ
ー
ム

の
管
理
運
営
業
務
に
つ
い
て
は
、
六
ヶ
所
村
社
会

福
祉
協
議
会
に
委
託
を
し
、
主
な
委
託
業
務
と
し

て
は
、
施
設
及
び
設
備
の
維
持
管
理
、
施
設
内
外

の
清
掃
、
公
衆
浴
場
の
運
営
管
理
等
で
あ
り
、
施

設
の
使
用
で
き
る
時
間
や
休
館
日
に
つ
い
て
は
、

村
条
例
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
て
お
り
、
時
間
は
午

前
９
時
～
午
後
９
時
ま
で
、
休
館
日
は
毎
週
月
曜

日
と
年
末
の
12
月
29
日
か
ら
１
月
３
日
ま
で
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。 

  



 

 

第９号 （３）

さ
て
、
お
尋
ね
の
休
館
日
の
縮
小
と
、
廃
止
に

よ
る
年
中
無
休
利
用
に
実
現
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
、

そ
の
期
間
の
利
用
者
が
ど
の
程
度
あ
る
の
か
、
更

に
は
施
設
の
管
理
上
可
能
な
の
か
現
在
の
と
こ
ろ

毎
日
午
後
９
時
以
降
は
簡
単
な
清
掃
を
し
、
休
館

日
の
月
曜
日
に
は
、
浴
槽
、
風
呂
場
も
含
め
て
大

が
か
り
な
清
掃
を
し
て
い
る
と
こ
で
あ
り
ま
す
が

早
急
に
村
民
の
意
向
等
を
踏
ま
え
調
査
の
上
検
討

し
て
み
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

ま
た
、
入
浴
料
の
割
引
制
度
の
提
案
に
つ
い
て

は
本
職
も
同
感
で
あ
り
、
様
々
な
角
度
か
ら
検
討

し
た
結
果
、
高
齢
者
が
入
浴
の
回
数
を
増
や
す
こ

と
で
家
で
の
閉
じ
こ
も
り
を
解
消
し
、
健
康
増
進

と
心
の
健
康
を
保
つ
た
め
、
18
年
度
か
ら
村
内
在

住
の
70
歳
以
上
の
方
々
に
対
し
て
１
里
あ
た
り

年
間
50
回
を
限
度
と
し
て
村
内
４
施
設
（
老
人
福

祉
セ
ン
タ
ー
地
域
交
流
ホ
ー
ム
、
六
ヶ
所
温
泉
、

ろ
っ
か
ぽ
っ
か
）
の
入
浴
料
を
無
料
と
す
る
た
め

の
予
算
を
今
回
お
願
い
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。
な
お
、
そ
の
た
め
の
バ
ス
を
配
車
計
画
し

て
お
り
ま
す
の
で
何
卒
御
理
解
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す 

   

わ
が
村
に
あ
る
「
六
ヶ
所
高
校
」
は
昭
和
53
年

の
開
校
以
来
、
平
成
17
年
度
で
創
立
28
年
と
な
り

ま
す
。
開
校
初
年
度
は
入
学
者
数
125
名
3
学
級
で

し
た
。
そ
の
後
は
入
学
者
数
が
ほ
ぼ
100
名
前
後
で

し
た
が
、
平
成
2
年
か
ら
は
100
名
を
超
え
る
事
は

無
く
、
平
成
14
年
は
44
名
、
平
成
15
年
55
名
、

平
成
16
年
33
名
、
平
成
17
年
32
名
で
し
た
。 

近
年
の
県
立
高
等
学
校
の
統
廃
合
は
、
「
1
学

年
2
学
級
が
維
持
で
き
な
い
状
態
が
3
年
続
き
、

そ
の
後
も
入
学
が
見
込
ま
れ
な
い
場
合
は
、
分
校

化
や
統
合
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
」
と
な
っ
て

お
り
、
わ
が
村
の
「
六
ヶ
所
高
校
」
に
お
い
て
平

成
18
年
度
は
そ
の
存
続
が
危
ぶ
ま
れ
て
お
り
ま

し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
成
田
校
長
や
「
六
ヶ
所

高
校
」
の
教
職
員
皆
さ
ん
の
ご
努
力
の
甲
斐
も
あ

り
、
県
立
高
等
学
校
入
学
試
験
１
次
試
験
合
格
者

が
約
50
名
、
2
次
試
験
申
込
者
が
約
10
名
と
お

よ
そ
60
名
以
上
の
新
入
学
生
が
期
待
で
き
る
と

聞
い
て
お
り
ま
す
。 

さ
ら
に
、
平
成
16
年
7
月
に
六
ヶ
所
高
等
学
校
後

援
会
会
長
の
橋
本
猛
一
氏
を
発
起
人
代
表
と
し
た

六
ヶ
所
高
等
学
校
存
続
検
討
委
員
会
が
発
足
、
平

成
17
年
11
月
に
村
内
企
業
の
有
識
者
で
組
織
さ

れ
た
同
協
議
会
検
討
部
会
が
設
立
さ
れ
、
わ
が
村

の
「
六
ヶ
所
高
校
」
の
将
来
像
に
つ
い
て
検
討
さ

れ
て
お
り
ま
す
。 

こ
の
よ
う
に
わ
が
村
の
「
六
ヶ
所
高
校
」
は
頑
張

っ
て
お
り
ま
す
。
後
援
会
会
員
の
皆
さ
ん
に
お
か

れ
ま
し
て
は
、
岡
山
勝
廣
同
様
、
「
六
ヶ
所
高
校
」

へ
の
温
か
い
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

岡
山 

勝
廣 

２
．
わ
が
村
の
県
立
高
等
学
校

「
六
ヶ
所
高
校
」
に
つ
い
て



 

 

平
成
18
年
度
六
ヶ
所
村
一
般
会
計
予
算
構

成
が
決
定
し
ま
し
た
。
ま
ず
歳
入
に
関
し
ま

し
て
総
額
約
106
億
円
と
な
り
、
そ
の
構
成
は
、

村
民
の
皆
様
や
地
元
企
業
が
村
に
対
し
て
納

め
る
村
税
が
約
60
億
円
で
歳
入
全
体
の
約

56
％
を
占
め
て
お
り
ま
す
。
そ
し
て
国
が
自

治
体
に
対
し
て
用
途
を
指
定
し
て
い
る
国
庫

支
出
金
が
約
17
億
円
で
全
体
の
16
％
、
そ
の

他
約
29
億
円
で
28
％
と
な
っ
て
お
り
ま
す

（
別
紙
参
照
）
。
こ
の
一
般
会
計
予
算
に
、
特

別
会
計
予
算
約
57
億
円
を
加
え
た
163
億
円

が
、
今
年
度
の
六
ヶ
所
村
の
予
算
と
な
る
わ

け
で
す
。 

今
年
度
予
算
を
前
年
度
と
比
較
し
て
み
る

と
、
一
般
会
計
に
つ
い
て
は
15
億
円
の
減
と

な
り
ま
し
た
。
特
別
会
計
予
算
で
見
ま
す
と
、

農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
が
前
年
度
に

比
べ
約
20
％
減
の
0.9
億
円
、
下
水
道
事
業
特

別
会
計
が
約
13
％
減
の
約
8.3
億
円
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
今
年
は
土
地
区
画
整

理
特
別
会
計
が
大
幅
に
増
額
さ
れ
7.6
億
円
と

な
り
ま
し
た
。 

 

                       

平成18年度

会　　　計　　　名 18年度当初予算 17年度当初予算 比　　較

一 般 会 計 106億7000万 122億2000万 ▲    15億5000万 前年度比 ▲ 12.7％

特 別 会 計

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計
（ 事 業 ）

11億5619万6千 11億2394万9千 3224万7千 前年度比 2.9%

老 人 保 健 特 別 会 計 8億7976万1千 8億2775万1千 5201万 前年度比 6.3%

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計
（ 尾 駮 施 設 ）

5億3995万5千 5億5724万2千 ▲     1728万7千 前年度比 ▲  3.1％

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計
（ 千 歳 平 ）

8083万1千 8220万5千 ▲      137万4千 前年度比 ▲  1.7％

農業集落排水事業特別会計 9040万5千 1億1273万8千 ▲     2233万3千 前年度比 ▲ 19.8％

下 水 道 事 業 特 別 会 計 8億310万9千 9億2047万8千 ▲  1億1736万9千 前年度比 ▲ 12.8％

介 護 保 険 特 別 会 計
（ 保 険 事 業 ）

7億6311万1千 7億6620万3千 ▲      309万2千 前年度比 ▲  0.4％

定 住 促 進 特 別 会 計 1千 6億5352万2千 ▲  6億5352万1千

土 地 区 画 整 理 特 別 会 計 7億5103万6千 4516万7千 7億586万9千 前年度比 1562.8%

収益的予算 2億6911万1千円 前年度比  　 2.5％
資本的予算 3億6919万4千円 前年度比 ▲ 20.9％

合　　　　計 163億7271万 180億3836万9千 ▲ 16億6565万9千 前年度比 ▲   9.2%

備　　　考

水 道 事 業 会 計 6億3830万5千 7億2911万4千 ▲     9080万9千

 


